技術、洗練と伝統：石川県の工芸
石川県の工芸と芸術の豊かな歴史は、極めて裕福な前田家の支配下で繁栄を遂げた江戸時代（1603–1867）から始まる。将軍は、藩主たちの富が日本全国を支配する彼の権力を脅かすことになるのを怖れていた。将軍を安心させるため、前田家は財源を溜めこむことはせず、その代わり、芸術へ多く投資することにした。

前田家は、日本各地の熟練職人たちのために、集まり技術を磨くことができる作業場を設立した。また、才能ある職人たちの支援を行うため、特別な管理組織を創立した。こうした職人たちのなかには、経済的支援を受け、金沢城の敷地内に工房を構えた者もいる。

能舞台と茶道が発展し、金箔、大樋焼、九谷焼、絹染色の加賀友禅といった、石川県ならではの工芸品の多くは、こうした伝統から発展した。現在では、石川県で栄えた芸術的文化を直接体験できる機会が、数えきれないほどある。

金箔
日本の金箔の99％以上は、金沢で生産されている。

金箔造りは、何カ月もかかる、金箔を載せるための特殊な紙作りから始まる。それから、職人たちは、金と一緒に銀と銅を溶かし、合金にする。合金を紙の間に置き、包んで、トントンと打っていく。結果的にその箔は、ちょうど1/10,000mmの厚さになる。

金箔についてより詳しく知るには、安江金箔工芸館を訪れるとよい。そして、多くの店で行われている体験で、ジュエリーボックスやポストカード、箸などに装飾をしてみるとよい。

言い伝えによると、金箔の製造が金沢で始まったのは、初代藩主・前田利家（1537–1599）が、金が散りばめられた槍を戦士たち用に注文してからと言われている。歴史的に金箔は、高級住宅や寺、仏壇、石川県の工芸品に使用されていた。現在、金箔は、装飾的な漆器から化粧品にいたるまで、幅広い製品に見られる。金箔は、（風味はないが）食すことができ、光る金箔がトッピングされたソフトクリームは、金沢を訪れる人達に人気だ。

大樋焼
大樋焼は、約350年に渡って大樋家の人々によって造られてきた。大樋家は、茶道で使用するために開発され、その簡素さと琥珀色の釉薬で知られている。茶碗は、ろくろを使わずに、手で形造られる。

大樋焼は、大樋家の初代・長左衛門（1630–1712）と同じ方法で造られる。その方法とは、手で形造り、個別に低い温度で焼くというものだ。その技術と手作りの道具、そして大樋長左衛門の名前さえも次の世代へと伝えられ、現在の11代大樋長左衛門（1958-）まで受け継がれている。
大樋美術館と大樋ギャラリーは、かつて武家屋敷だった、一家の住居に隣接している。この美術館では、大樋家後継者たちの歴代の作品が、一家に伝わる家財と並べて展示されている。大樋ギャラリーの茶室を訪れた人達は、大樋焼の茶碗で点てられた抹茶を注文できる。

1666年に、5代藩主・前田綱紀（1643–1724）は、金沢の茶道を推進するため、裏千家の茶人・仙叟宗室（1622–1697）を招いた。仙叟は、長左衛門という名の陶芸家を連れてきた。京都で有名な楽焼の工房で訓練をした長左衛門は、金沢で近隣の大樋村で見つけた土から茶碗を造った。そこから、この名は、彼の子孫と彼らが造る陶芸品に使われるようになった。

九谷焼
九谷焼は、石川県の郷土の陶器。九谷焼は、1600年代半ばに、現在の加賀市にあたる地に窯が造られたときに、初めて造られた。

鮮やかな色彩と派手なデザインで知られているが、九谷焼はただ一つの様式で認識できるわけではない。元々の様式は、1600年代中盤から1730年にかけて造られた。それは、鮮明な2つの色のくくり：青手（深緑・黄・紺青・紫）と色絵（赤・緑・紫、紺青・黄）で描かれた、自然のモチーフに特化している。1800年代には、九谷焼は、赤い釉薬で細かく描かれた「赤絵」と呼ばれる、新しい様式で造られるようになった。後に、輸出の重要性が増したため、九谷焼が海外でも目を引くよう、金も赤絵に加えられた。現在の九谷焼の多くは、現代的で鮮明なデザインの作品に特化している。

石川県九谷焼美術館は、九谷焼の歴史を紹介し、注目すべき作品を展示している。九谷陶芸村では、有名な作品が展示されている。九谷焼窯跡展示館では、1824年に造られた窯を展示している。この窯は、100年近くも休眠状態だった後、九谷焼の復興に役立てられた。訪れた人達は、九谷焼の方法で陶器に絵付けをすることができる。その後、展示館内の窯で焼いてもらえる。

加賀友禅 絹染め
加賀友禅は、絹に手染めを施す、金沢郷土の技。金沢で約500年間実践されてきた。加賀友禅で染められた着物は、驚くほど値が高くつく。

加賀友禅は、色を鮮明にするために、5色―藍・深紅・黄土・深緑・古代紫―を基調としている。また、手で描かれた模様は、虫にかじられる花や葉など、リアルな自然のモチーフを生み出している。最近では、加賀友禅と同じ手法が、ジュエリーボックスや紳士用シャツなど、他の製品にも使われている。

加賀友禅会館あるいは長町友禅館で、素晴らしい加賀友禅の作品を見学したり、染色工程の体験をしたり、または本物の加賀友禅の着物を借りるとよい。加賀友禅会館には工房があり、訪問者たちは、熟練職人が作業しているところを見学することができる。


輪島塗
輪島塗の漆器は、能登半島の輪島で5世紀以上に渡って作られてきた。優れた耐久性と洗練された外観で高く評価されている。現在、この小さな市には約500の漆器工房がある。

漆器の椀、皿、箸、カトラリーは、日常的に日々の食卓用食器として使われている。また、伝統的様式、全天然素材、そして驚くべき耐久性が、現在でも重宝され続けている。輪島塗漆器が特別に強いのは、ベースとなる漆の層にケイ土が多い土が混ざられ、布で強化されているためだ。製品は何百年ももつ－古い時代の漆器のいくつかが素晴らしい状態で発見されている。

一つの輪島塗製品が完成するまで、6カ月から数年かかる。各製品は木地作りから始まる。それから、漆で下塗りされ、磨かれ、さらに漆で数回塗られ、そして、金と銀を散りばめた模様でよく装飾される。

輪島塗会館では、輪島塗製品と地元の職人たちによって集められた道具を展示している。より知るには、輪島工房長屋で輪島塗製品を見るとよい。ここでは、訪れる人達は、職人たちに会って、工程を見学でき、自分の製品に装飾して持ち帰ることもできる。

山中漆器
山中温泉の特産品は、反りを避けるために、高度な漆塗りと乾燥技法で造られた漆器だ。この郷土様式は、漆の層を通して木目を見せるのだ。ここでは、ほとんどの製品は、塗るよりろくろでの木地挽きが多いので、椀やコップは、違う様式の塗りを施すため、しばしば輪島のような他の場所に送られる。各山中漆器の製造には、多くの工程を経ており、各工程は専門の職人たちによって作業される。これは、一つの製品が完成するまで4ヵ月あるいはそれ以上かかる、ということを意味する。

山中漆器は、およそ500年前に始まった。当時、多くの木が採れる場所を探していた職人たちが、山中温泉の近くに工房を造ったのだ。彼らは、木製の食器や茶道の道具に漆を塗る新しい技法を開発し始めた。江戸時代（1603–1867）に温泉保養地が栄え、山中漆器は人気の土産物となった。

山中うるし座では、訪問者たちは、木地挽きろくろの様子を見学することができる。また、山中漆器製品の展示を鑑賞したり、椀やコップ、その他の漆塗製品を購入したりすることもできる。山中温泉のいくつかの体験講座では、訪問者たちに、自身の山中漆器製品に木地挽きろくろ、または漆塗りをさせてくれる。

